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Excel テンプレートを使用した帳票出
力機能（以下、Excel テンプレート帳票）
は、Excel で自由に帳票テンプレートを
作成し、そのテンプレートファイルを
Delphi/400 で読み込み、Excel ファイル
として帳票出力する機能である。【図 1】

開発の経緯
Delphi/400 以外で開発された社内シ

ステムの開発環境やプログラムの維持管
理 が 負 担 に な っ て き た た め、 今 回
Delphi/400 に移行することになり、そ
のシステム内で独自に開発した Excel
スタイルシートを使った帳票出力機能も
何らかの形で移行する必要が出てきた。

基 幹 シ ス テ ム と 同 一 の プ ラ ッ ト
フォームになることで、マスタデータを
同期する必要がなくなり、ユーザーもロ
グインするシステムが減り、デザインや
操作感が統一されたインターフェースに
よる作業効率アップのメリットはある。
しかし Excel スタイルシートを使った
帳票出力は複雑なので、同様の仕組みに

すると、ユーザーが自身でテンプレート
を作成・編集するのは難しい。

そこで考えたのが、テンプレートとな
る Excel のセルに出力キーワードを埋
め込む方法である。この方法であれば、
既存の見積書などの Excel ファイルを
そのまま使用してテンプレートを作れる
ので、既存資産が無駄にならない。使い
慣れた Excel で帳票をデザインできる
ため、新しいことを覚える手間もほとん
どかからない。

また 1 つのファイルだけで済むので、
情報システム部門としても管理が容易で
ある。

セルフサービス化の 
必要性

個人的な感覚であるが、とくにここ数
年は Web システムが大きく発展してお
り、当社でもセルフサービス型の製品を
い く つ か 導 入 す る に 至 っ て い る。
Delphi/400 で自社開発したシステムで
も、「ユーザーが自分自身でカスタマイ

ズできる」機能を開発フレームワークに
追加実装し、セルフサービス化を意識し
て改善に取り組んでいる。

ユーザーが思ったときに、思ったこと
ができれば時間のロスを防げる。管理す
べきシステムが増えれば増えるほど、そ
れぞれに要する時間は減るが、システム
間連携の設定・構築に時間を取られるの
で、情報システム部門としてもセルフサー
ビス化の推進は必須だと考えている。

テンプレートをユーザーが
自身で編集して
アップデート

テンプレートを共有フォルダ上に配
置することで直接編集したり、いったん
ローカルフォルダにコピーしてから編集
しアップデートすることも可能となる。

出力キーワードは「$｛」で始まり、「｝」
で終わる形式で、その中にテーブル名

（TClientDataSet 名）とフィールド名
の順に「/（スラッシュ）」で区切り、記
述する。「Header」テーブルのフィール
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図3　リスト形式の帳票テンプレート

図2　明細を含む単票形式の帳票テンプレート

図1　帳票出力結果
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つのループでも処理可能だが、ソース
コ ー ド の 可 読 性 を 優 先 し た。 同 じ
cdsKeywd 内に単票部分と明細部分が
混在するため、Filter プロパティを使い
絞り込んでから、それぞれのループを処
理している。【図 11】

明細部分のデータ差し替え処理に関
する注意点には、Variant 型の 2 次元配
列を使用し、明細範囲を一括で書き込む
ことが挙げられる。もしセルを移動しな
がら明細を 1 セルずつ書き込んでいった
場合、セル移動のオーバーヘッドが大き
いため、速度が劇的に低下し、実用に耐
えない。

配列を Variant 型で定義することに
も理由がある。たとえば文字列型で定義
すると、セルの書式などが自動的に処理
されないためである。【図 12】

実際に出力して
感じたこと

考えていたよりも使い勝手はよさそ
うな印象で、もともと利用対象として考
えていた Delphi/400 へ移行するシステ
ムだけでなく、応用範囲は広がりそうで
ある。とにかく帳票設計が簡単なので、
ユーザーのアイデアを引き出すツールに
なるかもしれない。

当社は FastReport も導入している
が、この Excel テンプレート帳票があ
れば、必要ないかもしれない。

帳票サーバーも導入しており、バッチ
処理で出力される帳票には威力を発揮し
ているが、入力チェックリストの類はス
プールから出力指示を出さなくても、直
後にデスクトップ画面に Excel として
表示したほうがデータとしても処理でき
るので、いろいろと手間を省けるように
思う。

また出力関数を呼び出した際に、シー
トごとにキーワード解析とデータ出力を
単票部分と明細部分に分けて実行する仕
様なので、同様のループを複数回実行す
ることでオーバーヘッドが速度的に問題
にならないか心配であった。しかし今の
ところ、それほど気にならない状況であ
る。

今後の課題・計画
課題としては、Excel への依存が挙げ

* ‌�引 数 4［i］：TForm 型 ＝ デ ー タ 用
TClientDataSet が定義されている対
象フォーム

* ‌�引数 5［i］：Boolean 型＝ Excel を画
面表示するかどうか

上記のうち、引数 1 と引数 2 はそれ
ぞれのファイルへのフルパスで、引数 1
が存在しない場合はエラーとなる。引数
2 の保存については強制的に上書き保存
したり、出力ファイル名に日付や実行
ユーザー名を加えたりと、関数側で動作
を設定している。

引数 3 は、帳票テンプレートに登場
するテーブル名（TClientDataSet 名）
をすべて列挙した TStringList 型の変数
を渡す。

引 数 4 は、 引 数 3 で 渡 さ れ た
TClientDataSet 名 を FindComponent
で取得するため、各データセットが定義
されている対象フォームを渡す。

引数 5 は処理終了時に、それまでバッ
クグラウンドで処理していた Excel を
画面表示するかどうかを Boolean 型で
渡す。False の場合、つまり画面表示し
ない場合の Excel プロセス終了はソー
スコード上で記述する必要があり、
True の場合は Excel 画面が表示される
ためユーザーに委ねられる。

関数内部の処理の流れは、テンプレー
トファイルを開く、Clone カーソルを作
成する、各シートごとに処理する、といっ
た順になっており、シートごとにキー
ワード解析、データ差し替え処理を実行
している。【図 8】【図 9】

ブック全体のキーワード解析を最初
に実行してから、各シートを処理する方
法も考えられるが、速度的にそれほど差
はなさそうなので、実装方法はコーディ
ングの好みになるかもしれない。なお呼
び出し元の画面に影響を与えないため
に、Clone カーソルを作成している。

キーワード解析は、まず検索を行い、
セル位置や内容を cdsKeywd へ登録す
るという手順で実行している。ポイント
は、UsedRange プロパティで使用され
ているセル範囲を取得してから行うこ
と。それにより範囲をあらかじめ絞れる
ので、余計なオーバーヘッドを減らせる。

【図 10】
データ差し替え処理は、単票部分と明

細部分を別々にループ処理している。1

ド「Atena」を出力したい場合は、「$
｛Header/Atena｝」となる。「様」や「請
求 No」などの文字列も、同じセルに自
由に記述してよい。

明細部分は、キーワード「$｛# 明細
開始 #｝」と「$｛# 明細終了 #｝」で囲
む形で定義する。明細キーワード行は出
力時には削除されるので、実際に出力さ
れることはない。

図 3 は価格と数量の計算結果のみを
金額列に出力するようにしており、印刷
範囲として設定した範囲外に価格と数量
を出力し、Excel の計算式を使って金額
を計算している。

このように Excel の機能を利用すれ
ば、工夫次第でいろいろな帳票を作成で
きる。【図 2】【図 3】

なおフィールド名はアルファベット
表記であり、現場ユーザーにはわかりづ
らいため、当社では該当機能で利用可能
なフィールドを検索できる汎用画面を用
意している。実装も簡単で、セルフサー
ビス化のハードルを下げる役割もあると
考えている。【図 4】

帳票出力処理の流れ
おおまかな流れは、【図 5】のとおり

である。説明の都合上、単票と呼ばれる
【図 1】のような帳票での明細部分以外
を「単票部分」と書いている。

機能全体を 1 つのデータモジュール
として作成しており、出力キーワードを
格納する TClientDataSet（cdsKeywd）
を配置。デザイン上であらかじめ必要な
フィールドとして、セル位置とその内容、
テーブル名とフィールド名、明細部分の
開始・終了・明細内部であることを示す
フラグを格納するためのフィールドが存
在している。【図 6】

帳票出力部分のコーディングでは、
データモジュール内の以下の引数をもつ
関数に適切な引数を渡して呼び出すだけ
でよい。【図 7】

* ‌�引数 1［i］：string 型＝テンプレート
File のフルパス

* ‌�引数 2［i］：string 型＝保存先 File の
フルパス

* ‌�引数3［i］：TStringList型＝テンプレー
ト 内 で 指 定 さ れ た テ ー ブ ル 名

（TClientDataSet 名）のリスト
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図6　出力キーワードを格納するcdsKeywd

図5　おおまかなプログラムの流れ

図4　フィールド検索画面
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られる。VBA の仕様が急に大きく変わ
るとは考えにくいが、コントロールでき
ない部分であるため Office のバージョ
ンアップなど大きな変化には注意が必要
である。

今後の計画としては、ユーザー自身で
各画面に対して帳票出力を設定できるよ
う な 仕 組 み を 考 え て い る。 す で に
TClientDataSet のフィルタ内容をユー
ザー自身で編集し、10 個まで保存でき
る機能を作っているが【図 13】、同様に
Excel テンプレートのファイルパスをい
くつか登録しておき、選択した帳票を出
力すれば短期間で作成できるはずであ
る。

実はこの Excel テンプレート帳票は、
当社で導入しているセルフ型の Web ア
プリ開発ツールにインスピレーションを
受け開発したものであるが、そのツール
にはテンプレート側とデータベース側
フィールドのマッチングを設定する機能
がある。テンプレート側のキーワード部
分を自由に命名できるので、ユーザーに
とって見やすいテンプレート作成が可能
になっている。

現状ではフィールド物理名をキー
ワードにしているため、少々見づらい。
そこで、そういったマッチング機能も検
討している。あとは、マスタなどのコー
ドからその名称に変換する処理を実行で
きるよう、明細部分のレコードごとにイ
ベントが発生するような仕組みも検討し
ている。

最後に
当社では本稿で紹介した以外にも、セ

ル フ 化 を 意 識 し た 機 能 の 実 装 や、
Delphi/400 以外でもセルフイノベー
ションを支援する製品を導入している。
情報システム部門の人数は限られている
ので、現場の意欲を高め、その意欲を打
ち消さないために、そういった環境の重
要性と影響力の高さもひしひしと感じて
いる。

今回のようなセルフ化や自動化に
よって、現場と情報システム部門の双方
で削減できた時間を創造的な業務を行う
時間へとシフトさせていく。そういった
スパイラルへとつなげていきたい。
� M
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図9　Cloneカーソル作成のサンプルコード

図10　キーワード検索のサンプルコード

図8　Excel OLE利用とテンプレート読み込みのサンプルコード

図7　呼び出し部分のサンプルコード
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図13　フィルタ内容保存機能

図12　明細部分の一括データ貼り付け処理サンプル

図11　単票部分のデータ差し替え処理サンプル
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